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平
成
17
年
度
ま
で
65
歳
以
上
の
方
（
昭

和
15
年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

に
適
用
さ
れ
て
い
た
非
課
税
措
置
（
合
計

所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
は
非

課
税
）
が
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行

す
る
な
か
で
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
公
平
に

税
負
担
を
分
か
ち
合
う
観
点
か
ら
、
平
成

18
年
度
課
税
分
以
降
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　
急
激
な
税
負
担
を
軽
減
す
る
経
過
措
置

と
し
て
、
平
成
18
年
度
に
は
税
額
の
３
分

の
２
、
平
成
19
年
度
に
は
税
額
の
３
分
の

１
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
度
に
は
こ
の
経
過
措
置
が
な
く
な
り
ま

す
。

　
近
年
多
発
し
て
い
る
地
震
災
害
を
受
け
、

「
地
震
災
害
に
対
す
る
国
民
の
自
助
努
力

に
よ
る
個
人
資
産
の
保
全
を
促
進
し
、
地

域
災
害
時
に
お
け
る
将
来
的
な
国
民
負
担

の
軽
減
を
図
る
」
目
的
で
、
損
害
保
険
料

控
除
が
改
組
さ
れ
、
地
震
保
険
料
控
除
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
長
期
損
害
保
険
料
控
除
は

経
過
措
置
と
し
て
継
続
さ
れ
（
控
除
限
度

額
１
万
円
）
、
地
震
保
険
料
控
除
（
控
除

限
度
額
１
万
５
千
円
）
の
合
計
額
（
最
高

２
万
５
千
円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。 　

こ
ん
に
ち
は
、
財
務
課
町
民
税
係
の
葛
城
で
す
。

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
、
皆
さ
ん
に
一
年
の
所

得
の
申
告
準
備
を
し
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

と
こ
ろ
毎
年
の
よ
う
に
税
制
改
正
が
あ
り
、
大
変
わ
か
り
に
く

い
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
担
当
者
も
必
死
に
勉
強
し
て
お

り
ま
す
。（
汗
・・
）

　

本
特
集
で
は
、
平
成
20
年
度
課
税
分
よ
り
変
更
と
な
る
３
点

に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
す
。

所
得
申
請

所
得
申
請

所
得
申
請

住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た

住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た

住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た

特 集

1

住
民
税
の
地
震
保
険
料
控

除
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
！

2

住
民
税
の
老
年
者
非
課
税

措
置
廃
止
の
経
過
措
置
が

な
く
な
り
ま
す

― 

平
成
１７
年
１
月
１
日
時
点
で�

　
　 

６５
歳
以
上
で
あ
っ
た
皆
さ
ん
へ 

―

合計所得金額
125万円以下の方 非 課 税

老年者非課税措置の廃止
経過措置の
第2段階として 課税は1/3

平成17年度

平成18年度

経過措置の
第2段階として 課税は2/3

平成19年度

経過措置の廃止 全額負担

平成20年度

●損害保険料控除
◆対象：住宅や家財などの生活用資産の損害保険料や身体の傷害に
　　　　関する損害保険料

長期損害保険と短期損害保険がある場合
　 長期損害保険料控除額と短期損害保険料控除額の
　 合計

長期損害保険（保険期間が10年以上で、かつ、満期返戻金
  のある契約のもの）

短期損害保険（長期損害保険契約に該当する契約以外の
  もの）

控除限度額

平成19年度課税分まで

控　 除　 内　 容

10,000円

2,000円

10,000円

●地震保険料控除
◆対象：住宅や家財などの生活資産の地震保険料

地震保険料と長期損害保険がある場合
　 地震保険料控除額と長期損害保険料控除額の合計

地震保険料契約に関する保険料の1/2

【経過措置】�平成18年12月31日までに締結した長期損害
� 保険契約については従前の損害保険料控除が
� 適用されます。

控除限度額

平成20年度課税分から

控　 除　 内　 容

25,000円

10,000円

25,000円

※所得税の控除限度額とは異なります。
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―所得申告― 住民税が変わりました特 集

　
税
源
移
譲
に
よ
り
、
所
得
税
が
減

額
と
な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き

れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌

年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控

除
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
住
民
税
か
ら
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
所
得

税
と
は
別
に
申
告
書
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3

控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
分
は

　
　
　
住
民
税（
所
得
割
）か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

― 

所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
引
き
き
れ
な
か
っ
た
方 

―

平成20年以降、住民税の住宅ローン控
除の適用を受けるためには、毎年申告
が必要となります。

平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日現在
お住まいの市区町村へ「市町村民税道府県民税 住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

住宅ローン
控除可能額

納付すべき
所得税額

住民税住宅
ローン控除額

所得税
住宅ローン
控除額

これまで所得税から控除できた住宅ローン控除額が減少

措 

置

所得税額
が減少

控除しきれ
なかった額

所得税額

住宅ローン
控除可能額

納付すべき
住民税額

本
来
納
付
す
べ
き
住
民
税
額

所得税額

税源移譲前 税源移譲後

減少

所得税から控除しきれなかった住宅ローン
控除額を翌年度の住民税（所得割）から控除

住宅ローン
控除額

住民税の住宅ローン控除の適用を受ける方

所得税の確定申告をされない方

所 得 税 の 確 定 申 告 を さ れ る 方

住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法

源泉徴収票を添付して市区町村へ提出

所得税の確定申告書とともに税務署へ提出

住宅ローン控除モデルケース ●夫婦＋子供2人  給与収入700万円（住宅ローン控除可能額：27万円）の場合●

住宅ローン控除額が減少しないよう、
住民税（所得割）から控除します。

控除額が減少し、負担が増加する。

所得税

住民税

合　計

税　額 負 担 額

165,500

293,500

459,000

住宅ローン控除額

165,500

0

165,500

0

293,500

293,500

税源移譲後

所得税

住民税

合　計

税　額 負 担 額

263,000

196,000

459,000

住宅ローン控除額

263,000

0

263,000

0

196,000

196,000

税源移譲前

所得税

住民税

合　計

税　額 負 担 額

165,500

293,500

459,000

住宅ローン控除額

165,500

97,500

263,000

0

196,000

196,000

税源移譲後

※夫婦＋子供2人の場合で子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※住宅ローン控除額は、一定の条件で試算した場合の例です。

（単位：円）

申告しないと… 申告すれば…

住
宅
ロ
ー
ン
控
除

「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
の
金
額
は
ど
う
決

ま
る
の
？
」

「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
額
」
は
、「
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
可
能
額
」
と
「
税
源
移
譲

前
の
税
率
を
用
い
て
算
出
し

た
所
得
税
額
」
の
い
ず
れ
か

少
な
い
金
額
か
ら
「
所
得
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
」
を

差
し
引
い
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

「
ど
う
い
う
場
合
に
、
住

民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

の
対
象
と
な
る
の
？
」

給
与
所
得
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
１９
年
分
の
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
の
摘
要
欄
に
「
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
可
能

額
」
が
記
載
さ
れ
、
こ
の
金
額

が
源
泉
徴
収
票
の
「
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
の
額
」
よ

り
大
き
い
場
合
に
、
住
民
税

の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

「
平
成
１９
年
以
降
に
入
居

し
た
場
合
は
？
」

「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」

の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

別
途
、
所
得
税
に
お
い
て
、
新

た
な
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
制
度

の
特
例
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

の
で
、
所
轄
の
税
務
署
に
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
「
従
来
の
方
式
」
と
「
控
除
率
を

引
き
下
げ
て
控
除
期
間
を
延
長

す
る
方
式
（
１０
年
か
ら
１５
年
に
延

長
）
」
の
選
択
制
を
と
る
特
例
が

創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
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―所得申告― 住民税が変わりました

　

こ
ん
に
ち
は
、
財
務
課
町
民
税
係
の
雨
宮
で
す
。

　

い
よ
い
よ
年
の
瀬
で
す
ね
。
年
が
明
け
れ
ば
、
住

民
税
や
所
得
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
と
い
う
と
、
ち
ょ
っ
と
憂
う
つ
な
気
持
ち
に

な
り
ま
す
が
、
税
額
を
確
定
す
る
に
あ
た
り
い
ろ
い

ろ
な
控
除
が
あ
り
ま
す
。
次
に
ご
説
明
す
る
証
明
書

や
領
収
書
な
ど
を
大
切
に
保
管
し
、
申
告
の
際
に
使

用
し
て
く
だ
さ
い
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
ど
う
ぞ

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

特 集

◆
収
入
に
関
す
る
書
類

◆
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
る

　
額
の
証
明
書
類

源
泉
徴
収
票

１

社
会
保
険
料
に
関
す
る
も
の

１

損
害
保
険
料
に
関
す
る
も
の

3

給
与
、
公
的
年
金
以
外
の

支
払
い
を
証
明
す
る
も
の

2

収
支
内
訳
書
又
は

青
色
申
告
決
算
書

3

生
命
保
険
料
（
一
般
・
個
人

年
金
）
に
関
す
る
も
の

2

　
主
に
、
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」

や
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が

該
当
し
ま
す
。

　
「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
」
は
給

与
等
の
支
払
者
か
ら
、
ま
た
、
「
公
的

年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
は
社
会
保
険

庁
な
ど
の
支
払
者
か
ら
受
領
し
た
原
本

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�
雑
所
得
に
該
当
す
る
も
の

　
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配
分

金
支
払
証
明
書
」
、
「
生
命
保
険
年
金
又

は
郵
便
局
の
年
金
保
険
（
個
人
年
金
）

支
払
証
明
書
」
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。�

�
一
時
所
得
に
関
す
る
も
の

　
「
生
命
保
険
契
約
等
に
基
づ
く
一
時

金
の
支
払
証
明
書
」
、
「
損
害
保
険
契
約

等
に
基
づ
く
満
期
返
戻
金
の
支
払
証
明

書
」
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。�

 �

　
事
業
を
営
ま
れ
て
い
る
方
（
営
業
・

農
業
・
不
動
産
）
は
、
総
収
入
金
額
及

び
必
要
経
費
の
内
訳
を
記
載
し
た
前
記

の
計
算
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
１８
年
分
か
ら
農
業
所
得
は
全
て
「
収

　
支
計
算
に
よ
る
申
告
」
に
移
行
し
ま
し
た
。

�

�
国
民
年
金
保
険
料
、
国
民
年
金
基
金

　
の
控
除
証
明
書

　
国
民
年
金
保
険
料
及
び
国
民
年
金
基

金
の
掛
金
に
つ
い
て
、
「
社
会
保
険
料

控
除
」
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、

前
記
の
証
明
書
が
必
要
で
す
。

�
国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
納

　
付
済
額
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
に
は
、
役

場
か
ら
申
告
用
と
し
て
前
記
の
お
知
ら

せ
を
１
月
中
に
郵
送
で
お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
額
を
事
前
に
確
認
し
た

い
方
は
、
財
務
課
町
民
税
係
（
☎
６
２

‐
９
１
２
２
　
有
９
１
２
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
年
間
支
払
額
の
証
明
書
が
保

険
会
社
等
か
ら
契
約
者
宛
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。
「
生
命
保
険
料
控
除
」
の
適
用

を
受
け
る
場
合
に
は
、
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
保
険
料
年
間
支
払
額
の
証
明
書
が
保

険
会
社
等
か
ら
契
約
者
宛
に
郵
送
さ
れ

ま
す
。
「
損
害
保
険
料
控
除
」
の
適
用

を
受
け
る
場
合
に
は
、
必
要
と
な
り
ま

す
。

※
こ
の
損
害
保
険
料
控
除
は
、
新
た
に
地
震

　
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
、
控
除
内
容
が

　
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
本
誌
2
ペ

　
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

公的年金等の源泉徴収票

社会保険庁からの
お知らせ

社会保険庁からの
お知らせ

社会保険庁からの
お知らせ

　年末調整や確定申告で国民年

金保険料を申告する場合は、「社

会保険料（国民年金保険料）控

除証明書」の添付等が必要です。

●国民年金保険料は、全額が社

会保険料控除（非課税）の対

象です。

●「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」は、11月上旬に

社会保険庁から送付されてい

ますので、申告時まで大切に

保管してください。

〈社会保険庁 お問い合わせ窓口〉

控除証明書専用ダイヤル

　　　☎0570-00-9911

■受付期間

　　平成19年11月1日

　　　　～平成20年3月14日

　　平日 午前9時～午後5時�

見　本
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�
前
年
（
１
月
〜
１２
月
）
に
医
療
機
関
や

　
薬
局
へ
支
払
っ
た
領
収
書

　
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
や
治

療
、
ま
た
、
診
療
や
治
療
の
た
め
の
医

薬
品
の
購
入
費
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
栄
養
ド
リ
ン
ク
や
人
間
ド
ッ
ク
そ
の

他
の
健
康
診
断
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま

せ
ん
。）

�
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
施
設
サ

　
ー
ビ
ス
利
用
又
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費

　
用
の
領
収
書

　
介
護
保
険
制
度
の
下
で
受
け
ら
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
、
指
定
介
護
老
人
施
設
、

介
護
老
人
保
健
施
設
の
利
用
料
、
ま
た
、

指
定
介
護
療
養
型
医
療
施
設
を
利
用
さ

れ
た
利
用
料
及
び
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
費

用
負
担
額
は
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て
は
、
領
収
書

に
医
療
費
控
除
対
象
額
が
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

�
　
寄
付
金
・
そ
の
他
の
控
除
に
つ
い
て

は
、
町
民
税
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

所
得
申
請

住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た

特 集

医
療
費
控
除
に
関
す
る
も
の

4

そ
の
他

5

ご
不
明
な
点
は
、

財
務
課
町
民
税
係
へ

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

財
務
課 

町
民
税
係
　�

　
☎
６
２
‐
９
１
２
２
　
　
９
１
２
２

【
注
意
】
お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
場
合

は
、
6
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
人
の
お
む
つ
代
で
、

そ
の
人
の
治
療
を
し
て
い
る
医
師
が
発
行
し
た
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
と
、
支
出
し
た
お
む
つ
代
の
領

収
書
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
2
年
目
以
降

は
医
師
の
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代

え
、
市
町
村
長
が
交
付
す
る
お
む
つ
使
用
の
確
認
書

等
で
代
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
所
得
の
申
告
を

　
　
　
　
さ
れ
る
方
へ

農
業
所
得
の
申
告
を

　
　
　
　
さ
れ
る
方
へ

農
業
所
得
の
申
告
を

　
　
　
　
さ
れ
る
方
へ

　
平
成
１８
年
分
か
ら
農
業
所
得
は
収
支
計
算

に
よ
る
申
告
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
期
ま
で

に
１
月
か
ら
１２
月
ま
で
の
「
収
入
」
と
「
支
出
」

を
各
項
目
別
に
計
算
し
、
「
収
支
内
訳
書
（
農

業
所
得
用
）
」
を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
次
の
日
程
で
農
業
所
得
収
支
内
訳
書
作
成

指
導
会
を
開
催
し
ま
す
。
収
支
内
訳
書
の
記

入
が
困
難
な
方
、
疑
問
を
お
持
ち
の
方
は
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
日
　
時

　
１２
月
１１
日
（
火
）  

境
地
区
・
烏
帽
子
区

　
１２
月
１２
日
（
水
）  

落
合
地
区
・
乙
事
区

　
１２
月
１３
日
（
木
）  

富
士
見
地
区
・
立
沢
区

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

■
会
　
場
　
　
役
場
3
階
　
会
議
室

■
持
ち
物

　
収
入
の
わ
か
る
物
（
出
荷
伝
票
や
貯
金
通

　
帳
等
）
・
支
払
い
を
し
た
領
収
書
（
口
座
引

　
落
し
の
場
合
は
、
そ
の
貯
金
通
帳
）
・
農
機

　
具
等
使
用
機
械
の
一
覧
表
（
農
機
具
等
名
称
、

　
数
量
、
取
得
年
月
、
取
得
価
格
の
わ
か
る

　
も
の
）・
・
・
そ
の
他
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も

　
の
（
現
金
出
納
帳
等
記
録
表
）
・
印
鑑�

〔
農
業
所
得
収
支
内
訳
書
作
成
指
導
会
〕

〈医療費控除の対象となる施設サービス提供施設〉

日常生活費

（理美容代等）

特別なサービス費用

施　　設　　名 医療費控除の対象 医療費控除の対象外

指 定 介 護 老 人 施 設

【特別養護老人ホーム】

施設サービス費（食事の費

用を含む）の自己負担額の

2分の1に相当する金額。

施設サービス費（食事の費

用を含む）の自己負担額。

施設サービス費（食事の費

用を含む）の自己負担額。

指定介護療養型医療施設

【 療 養 型 病 床 郡 等 】

介 護 老 人 保 健 施 設

【町内の施設】�老人保健施設あららぎ・紅林荘・恋月荘・富士見町社会福祉協議会
� （ふれあいセンター）・小池医院

　
医
療
費
控
除
は
、
本
人
や
生
計

を
一
に
す
る
配
偶
者
そ
の
他
の
親

族
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
が

一
定
の
金
額
以
上
あ
る
場
合
に
控

除
さ
れ
ま
す
。
　

　
申
告
の
際
は
、「
医
療
費
明
細
書
」

と
領
収
書
の
添
付
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
医
療
費
控
除
額
の
計
算

〈医療費控除額の計算方法〉
【前年中に支払った医療費】－【保険金などで補てんされる金額】－【合

計所得金額×5% 又は10万円の少ない方の金額】＝【医療費控除額】

　　＊控除額は200万円が上限です。

合計金額が250万円、支払医療費が合計33万円、生命保険会社からの

給付金が5万円、高額医療費給付金として7万円があった場合

2,500,000円（合計所得金額）×5%＝125,000円＞100,000円

【支払医療費】330,000円－【補てん金】（50,000円＋70,000円）

－100,000円＝110,000円 となります。

医療費控除額は

例

有
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平
成
19
年
度 

町
政
功
労
者
表
彰

平
成
19
年
度 

町
政
功
労
者
表
彰

平
成
19
年
度 

町
政
功
労
者
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す　

11
月
2
日
、
平
成
19
年
度
町
政
功
労
者
表
彰
を
役
場
で

行
い
、
4
名
の
方
（
敬
称
略
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
10
月
2
日
、
森
山
汀
川
歌
碑
除

幕
式
に
お
い
て
、
汀
川
生
家
跡
地
を
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

3
名
の
方
（
敬
称
略
）
を
表
彰
し
ま
し
た
。

◆
植
松
米
作
（
立
沢  

71
歳
）

　
平
成
11
年
よ
り
議
会
議
員
を
２

　
期
８
年
歴
任
、
う
ち
平
成
15
年

　
５
月
よ
り
２
年
間
議
会
議
長
を

　
歴
任
　
　
　
　
　
（
１
号
表
彰
）

◆
小
林
節
子
（
富
士
見  

73
歳
）

　
平
成
７
年
よ
り
議
会
議
員
を
３

　
期
12
年
歴
任
　
　
（
２
号
表
彰
）

◆
小
池
喜
重
郎
（
立
沢  

69
歳
）

　
農
業
委
員
を
通
算
12
年
以
上
歴

　
任
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に
寄

　
与
　
　
　
　
　
　（
４
号
表
彰
）

◆
小
口
悦
司
（
岡
谷
市  

75
歳
）

　
一
般
寄
附
と
し
て
私
財
５
百
万

　
円
を
寄
附
　
　
　
（
８
号
表
彰
）

◆
小
松
幸
一
（
静
岡
県  

68
歳)

　
教
育
文
化
向
上
に
尽
力
。

　
落
合
（
神
代
）
土
地
３
筆
８
７

　
７
・
２
８
㎡
を
寄
附

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
号
表
彰
）

◆
宮
坂
丹
保
（
長
野
市  

67
歳
）

　
教
育
文
化
向
上
に
尽
力
。

　
落
合
（
神
代
）
土
地
３
筆
２
７

　
８
・
２
７
㎡
を
寄
附

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
号
表
彰
）�

◆
森
山
民
紀
（
茨
城
県  

65
歳
）

　
教
育
文
化
向
上
に
尽
力
。

　
落
合
（
神
代
）
土
地
３
筆
２
７

　
３
・
６
４
㎡
を
寄
附

　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
号
表
彰
）

〈
町
政
功
労
者
表
彰
〉

　
町
政
功
労
者
表
彰
は
、
町
政
の
振
興
に
尽
力
し
顕
著
な
功
績
が

あ
っ
た
人
（
団
体
）
や
公
益
に
寄
与
し
た
人
（
団
体
）
を
、
富
士

見
町
表
彰
規
則
に
基
き
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　
町
議
会
議
員
や
各
種
委
員
に
長
年
在
職
し
た
人
、
各
種
業
界
や

公
益
事
業
に
尽
力
し
そ
の
功
績
が
顕
著
な
人
、
教
育
・
芸
術
・
体

育
そ
の
他
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
、
50
万
円
以
上
（
団
体
は

2
5
0
万
円
以
上
）
の
私
財
を
寄
付
し
た
人
、
善
行
・
美
徳
の
行

為
が
あ
り
町
民
の
模
範
と
な
る
人
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

　
受
賞
者
に
は
、
表
彰
状
又
は
感
謝
状
と
褒
章
及
び
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
す
。

（前列）

（前列） 森山民紀 宮坂丹保 小松幸一 矢嶋町長

矢嶋町長植松米作小池喜重郎 小林節子 小口悦司
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お
す
す
め
し
ま
す 

「
追  

納
」

お
す
す
め
し
ま
す 

「
追  

納
」

お
す
す
め
し
ま
す 

「
追  

納
」

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
・
学

生
納
付
特
例
を
受
け
ら
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
を
計
算
す
る
と
き
、
保
険
料

を
全
額
納
め
た
期
間
と
比
べ
て
、
全
額
免

除
期
間
は
１
／
３
、
半
額
納
付
期
間
は
２

／
３
、
４
分
の
１
納
付
期
間
は
１
／
２
、

４
分
の
３
納
付
期
間
は
５
／
６
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
を
受

け
ら
れ
た
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
な
り
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

　
追
納
し
た
期
間
は
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

保
険
料
の
免
除
も
し
く
は
猶
予
を
受
け
た

年
度
か
ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に

保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
、
承
認
を
受
け

た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
（
下
表

参
照
）

　
追
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
岡
谷
社
会

保
険
事
務
所
（
☎
２
３-

３
６
６
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
学
生
納
付
特
例
は
平
成
12
年
度
か
ら
、

若
年
者
納
付
猶
予
は
平
成
17
年
度
か
ら
追

納
で
き
ま
す
。

　
償
却
資
産
（
事
業
用
資
産
）
に
は
、
固

定
資
産
税
が
か
か
り
ま
す
。
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
事
業
所
は
、
毎
年
１
月
１

日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を
１
月
末
日

ま
で
に
、
そ
の
資
産
が
所
在
す
る
市
町
村

に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
申
告
書
は
12
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
が
、

資
産
の
申
告
が
必
要
な
事
業
所
の
方
で
、

12
月
25
日
を
過
ぎ
て
も
、
お
手
元
に
申
告

書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
は
、
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
会
社
、
工
場
や
商
店
な
ど
を
経
営
し
て

い
る
人
が
事
業
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
る
構
造
物
、
機
械
及
び
装
置
、
車
両

及
び
運
搬
具
、
工
具
・
器
具
及
び
備
品
の

う
ち
、
土
地
・
家
屋
以
外
の
事
業
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却

費
が
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
の
所
得
の
計

算
上
、
必
要
な
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

を
い
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
無
形
減
価
償
却
資
産
（
鉱
業

権
、
漁
業
権
な
ど
）
や
自
動
車
税
、
軽
自

動
車
税
の
課
税
対
象
と
な
る
も
の
は
除
か

れ
ま
す
。

■
構 

造 

物

　
門
、
塀
、
広
告
塔
、
下
水
道
、
舗
装
路

　
面
、
給
水
タ
ン
ク
、
緑
化
施
設
、
土
地

　
へ
定
着
し
て
い
る
施
設
、
そ
の
他
移
動

　
で
き
る
簡
易
建
物
な
ど

■
機
械
及
び
装
置

　
金
属
加
工
機
械
、
印
刷
機
械
、
運
搬
機

　
械
（
コ
ン
ベ
ア
、
ク
レ
ー
ン
な
ど
）
、
土

　
木
建
設
機
械
（
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
パ
ワ

　
ー
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
）
そ
の
ほ
か
製
造
加

　
工
な
ど
に
使
用
す
る
機
械
及
び
装
置
な

　
ど

■
車
両
及
び
運
搬
具

　
自
転
車
、
構
内
運
搬
車
、
フ
ォ
ー
ク
リ

　
フ
ト
、
大
型
特
殊
自
動
車
、
そ
の
ほ
か

　
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象

　
と
な
ら
な
い
も
の

■
工
具
・
器
具
及
び
備
品

　
机
、
イ
ス
、
ロ
ッ
カ
ー
、
ワ
ー
プ
ロ
・

　
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
Ｏ
Ａ
機
器
、
応
接
セ

　
ッ
ト
、
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
冷
暖
房
機
、

　
洗
濯
機
、
カ
ラ
オ
ケ
機
器
、
各
種
自
動

　
販
売
機
、
陳
列
ケ
ー
ス
、
医
療
用
器
具
、

　
測
定
器
具
、
取
付
器
具
、
電
話
・
通
信

　
設
備
、
そ
の
ほ
か
什
器
・
備
品
な
ど

　 

財
務
課 

資
産
税
係�

　
　 

☎
６
２
‐
９
１
２
４
　
　
９
１
２
４

満
額
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に

満
額
の
年
金
を
受
け
る
た
め
に

平成19年度追納保険料月額　（加算額を含む）

全額免除・猶予
学生納付特例

半額免除追納する期間

平成09年4月～平成10年3月

平成10年4月～平成11年3月

平成11年4月～平成12年3月

平成12年4月～平成13年3月

平成13年4月～平成14年3月

平成14年4月～平成15年3月

平成15年4月～平成16年3月

平成16年4月～平成17年3月

平成17年4月～平成18年3月

平成18年4月～平成19年3月

16,550円

16,310円

15,680円

15,070円

14,500円

13,940円

13,730円

13,540円

13,580円

13,860円

6,970円

6,860円

6,770円

6,790円

6,930円

「
償
却
資
産
」
と
は

償
却
資
産
　
申
告
の
お
知
ら
せ

償
却
資
産
　
申
告
の
お
知
ら
せ

償
却
資
産
　
申
告
の
お
知
ら
せ有

問
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下水道への早期接続をお願いします下水道への早期接続をお願いします

～下水道が守る 快適な暮らしと自然環境～～下水道が守る 快適な暮らしと自然環境～

　地球上の水は循環を繰り返しています。海の水が太陽の熱で暖めら

れて蒸発し、それが雲になり、雨や雪となってまた川や海に流れ・・・

その繰り返しのおかげで、私たちは水がなくなることなく生活できて

います。

　そして、私たちが使った水もこの循環の中にあります。台所やお風

呂、トイレなど家庭からでる生活廃水、また、工場からでる工場廃水

などの使った水を、集めてきれいにし川や海に戻す施設が「下水道」

なのです。

下水道ができると・・・

●清潔で快適なくらしを守ることができます

汚水をためることなく流せる「水洗トイレ」が使えるようになるため、

清潔で快適な生活ができ、住みよい環境の町になります。

●川や海の水がきれいになります

家庭や工場から出た汚水は、下水道管で終末処理場に集められ、きれいにしてから川に流されます。その

ため、魚などの生物が住むことができる清流がよみがえります。

下水道って？

下水道への早期接続をお願いします

　富士見町では平成２年から、大切な自然を守り快適な生活を与えてくれる下水道の建設を進めています。平

成18年度末現在、普及率（町内で下水道を利用できる人の割合）96％、水洗化率（下水道に接続している人の

割合）86％となっています。下水道が使用できる区域の方は、早期に接続いただきますようお願いします。�

　宅内工事に関する手続き等は町指定工事店が代行しますので、お気軽にご相談ください。（※下水道の宅内

工事は町指定工事店でなければできません。）

水洗便所等改造資金融資あっせん制度　―120万円を無利子で融資―

　町では１日も早く快適な生活をしていただくため、下水道への接続工事をされる方に無利子で金融機関から

最高120万円までを７年返済で借りることができる「融資あっせん制度」を設けています。

水まわり一口メモ

詳しくは、上下水道課維持管理係（☎62-9354　　9354）までお問い合わせください。

台所がつまっちゃった！
　台所のつまりの原因のほとんどは、油を流したことにより管の中で油がか

たまり、ごみがそれに付着したため起ったものです。日頃から油、ごみを流

さないことが大切ですが、つまってしまった場合は次のようにしましょう。

㈰の区間でのつまり･･･流し口の下にはＵ字形のトラップがあります。

これをスパナ等ではずして、つまりがないか確認し

てください。�

㈪の区間でのつまり･･･市販のパイプクリーナーで掃除をしてみてください。

㈫の区間でのつまり･･･つまりの原因を除去し、マスを清掃してください。

トイレがつまっちゃった！
　トイレのつまりの原因は、水に溶けないもの

を流したことによるものです。トイレットペパ

ー以外のものを流さないようにしてください。

　つまってしまった場合、目に見えるものは棒

などでつまんで取り除き、つまりが目に見えな

い場合は、市販のラバーカップを使ってみまし

ょう。この場合押さずに手前に引くように使用

します。押してしまうとつまりをひどくしてし

まう場合がありますの

で、ご注意ください。

　流れた後、汚水マス

につまりの原因が残っ

ていないか、蓋をあけ

て確認してください。

㈰
㈫

㈪

ワイヤー式
パイプクリーナー

有
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ふじみ景観賞作品募集ふじみ景観賞作品募集ふじみ景観賞作品募集
平成19年度平成19年度

四季折々の景観写真を募集しています

あなたのみつけたステキな風景を ぜひご応募ください！

平成18年度 【おたから景観賞】佳作
　「薄化粧の観音堂」　小池　敏 氏　撮影

＜募 集部門＞

（１）景観写真部門

　㈰眺望地点部門� 【パノラマ景観賞】

　㈪景観遺産部門� 【おたから景観賞】

　㈫ユニーク景観部門�【ユニーク景観賞】

　㈬ふるさと景観部門�【ふるさと景観賞】

　㈭小学生部門� 【こども景観賞】

（２）景観創り部門（公道から見える景観）

　㈰建物景観部門� 【建物景観賞】

　㈪植栽部門� 【植栽景観賞】

　㈫景観事業部門� 【景観活動景観賞】
　　　（子ども会等で行った植栽等の活動など）

■応募締切　平成20年１月11日(金)（作品の受付は随時）

■応募資格

　＊年齢、町内外居住を問わず、どなたでも応募できます。

■応募方法

　＊応募用紙に必要事項を記入し、カラープリント２Ｌキャ

　　ビネ版の写真を貼り、応募してください。（デジタルカメ

　　ラの場合は、写真専用紙にプリントしてください。）

　＊応募用紙は役場、コミュニティ・プラザ、町内カメラ販売

　　店などにあります。

　＊一人何点でも応募できますが、用紙１枚につき１作品と

　　してください。

　＊応募写真の返却はいたしませんので、ご了承ください。

〈その他〉

　＊（２）景観創り部門については、対象の建物、植栽、事業の管理者も賞の対象となりますので、個人の所有地・所

　　有物等を撮影して応募する場合は、所有者に応募並びに公表の承諾を必ず得てください。

　＊入賞作品は、景観意識の高揚を目的に、広く一般に公開展示します。

　＊版権は所有者に帰属しますが、広報への掲載や展示公開等の権利は主催者にあるものとします。

　＊部門毎に、優秀賞１名、佳作２名を選考し、表彰式において記念品を贈呈します。

【応募・お問い合わせ先】
　〒399‐0292　富士見町落合10777�
　　富士見町景観推進協議会事務局（建設課都市計画係）
　　　　　　　　　　　　☎62-9217　　9217

主　催：富士見町景観推進協議会・富士見町

後　援：富士見町商工会・富士見町文化協会

　　　　富士見町観光協会�

協　賛：富士見町内カメラ販売店

道
路
除
雪
作
業
の
お
願
い

　
町
で
は
除
雪
作
業
を
建
設

業
者
に
委
託
し
、
一
定
の
目
安

を
設
け
必
要
に
応
じ
て
行
っ

て
い
ま
す
。
除
排
雪
の
効
果
を

高
め
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
に
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
尚
、
町
で
は
町
道
一
級
・
二

級
路
線
及
び
各
集
落
を
結
ぶ

交
通
量
の
多
い
主
要
幹
線
道

路
の
除
雪
・
排
雪
・
融
雪
剤
散

布
を
行
い
ま
す
。

＊
除
雪
は
、
積
雪
量
が
10
㎝
を

　
超
え
る
と
予
想
さ
れ
る
場

　
合
に
実
施
し
ま
す
。

＊
融
雪
剤
は
、
除
雪
完
了
後
凍

　
結
が
予
想
さ
れ
る
場
所
に

　
散
布
し
ま
す
。

＊
除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道

　
路
（
道
路
・
歩
道
・
横
断
歩
道

　
橋
等
）
は
、
各
集
落
・
地
域
の

　
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
除

　
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
除
雪
は
積
雪
状
況
に
よ
り

　
順
次
行
い
ま
す
が
、
基
本
的

　
に
は
通
勤
・
通
学
前
に
は
完

　
了
さ
せ
る
よ
う
に
心
掛
け

　
て
い
ま
す
。
除
雪
に
よ
り
玄

　
関
先
に
寄
せ
ら
れ
た
雪
は
、

　
地
先
の
皆
様
で
適
宜
寄
せ

　
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

　
し
ま
す
。

＊
各
家
庭
で
積
も
っ
た
雪
を

　
道
路
・
水
路
に
捨
て
な
い
で

　
く
だ
さ
い
。
路
面
の
凍
結
や

　
水
路
の
詰
ま
り
が
事
故
の

　
原
因
と
な
り
ま
す
。

＊
各
集
落
で
路
面
凍
結
抑
制

　
剤
（
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
）
を

　
坂
道
や
交
差
点
な
ど
に
散

　
布
す
る
場
合
、
町
か
ら
各
集

　
落
へ
凍
結
抑
制
剤
を
支
給

　
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

＊
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。
機
械
で
除
雪
で
き

　
な
く
な
り
、
路
面
凍
結
の
原

　
因
と
な
り
ま
す
。

　 

建
設
課
管
理
交
通
安
全
係

　 

☎
６
２
‐
２
２
５
０
（
代
表
）

　 

☎
６
２
‐
９
２
１
６
（
直
通
）

　 

　
９
２
１
６

〈
地
域
及
び

　
　

   

事
業
者
の
皆
様
へ
〉

皆
様
の
ご
協
力
を

　
　

  

お
願
い
し
ま
す
。

有

有

連
絡
先
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12月16日（第3日曜日）は家庭の日です。家の掃除や片付けなど、新しい年を迎える準備を家族
ひとりひとりが協力して行い、互いに助け合うことができる家庭づくりに努めましょう。

電話による教育相談電話による教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118

月・火・木曜日

号

第

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

富
士
見
町

平成１９年１２月１日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

24

電話による
教育相談午前9時30分より

役場3階会議室

12月19日（水）
1月23日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

　
１０
月
２８
日
、
グ
リ
ー
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
主
催

「
平
成
１９
年
度
富
士
見
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

�

　
こ
の
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
昨
年
度
ま

で
の
母
親
委
員
会
主
催
の
講
演
会
と
教
育

懇
談
会
を
統
合
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な

運
営
と
両
者
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
、
初

の
試
み
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
講
演
会
の
部
と
し
て
伊
那
教

育
事
務
所
生
涯
学
習
課
指
導
主
事
の
小
林

高
志
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
「
親
子
・

地
域
の
絆
〜
心
と
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
よ
う
〜
」

と
題
し
、
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
懇
談
会
の
部
で
は
分
散
会
形

式
で
、
講
演
会
の
内
容
と
子
育
て
に
つ
い

て
考
え
て
い
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
、
意
見

交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
活
発
な
意
見
等

が
出
さ
れ
た
分
散
会
も
あ
り
、
時
間
が
足

り
な
い
と
思
わ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
来
年
度
以
降
は
、
今
年
の
反
省
点
を
活

か
し
、
更
に
有
意
義
な
会
と
な
る
よ
う
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
中
学
校
で
は
、
進
路
に
つ
い
て
本
格

的
に
考
え
る
時
期
に
入
り
ま
し
た
。
卒

業
後
の
先
輩
た
ち
の
姿
を
お
伝
え
し
ま

す
。 特

集
「
進
路  

私
流
」

「
進
路  

私
流
」

富
士
見
高
等
学
校
普
通
科
1
年

　
　
　
　
　
　
笹
本 

香
南
子

Enjoyした初めてのしらかば祭（パンフレット）

　
富
士
見
高
校
に
入
学
し
て
は
や
半

年
、
「
こ
こ
へ
入
学
し
て
良
か
っ
た
」

と
思
い
ま
す
。

　
私
が
こ
の
学
校
を
選
ん
だ
理
由
は
、

家
か
ら
近
い
と

か

そ

ん

な

こ

と
・
・
・
。

で
も
実
際
こ
の

高
校
に
入
っ
て
、

良
い
と
こ
ろ
を

た
く
さ
ん
見
つ

け
ま
し
た
。
楽

し
く
騒
げ
る
友

達
、
助
け
合
え
、

決
断
力
の
あ
る

ク
ラ
ス
の
仲
間
、

悩
ん
で
い
る
と

き
優
し
く
そ
っ
と
話
を
聞
い
て
く
れ

る
先
輩
方
、
い
つ
も
私
た
ち
生
徒
を

見
守
っ
て
く
れ
て
、
よ
り
よ
い
学
校

に
し
よ
う
と
頑
張
る
先
生
方
。

　
私
は
こ
の
学
校
に
入
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
勉
強
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

大
切
な
も
の
を
、
多
く
学
び
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
中
学
の
頃
は
、
頼
る
先
輩
も
仲
間

も
少
な
く
て
、
辛
い
思
い
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
富
士
見
高
校

は
違
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
思
い
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
た
富
士
見
高
校
が
大

好
き
で
す
。

　
勉
強
に
つ
い
て
は
、
先
生
方
が
基

本
的
な
こ
と
か
ら
分
か
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
ま
す
。
園
芸
科
と
い
う
専

門
学
科
も
あ
り
ま
す
。

　
入
学
し
た
と
き
、
優
し
い
先
輩
方
、

先
生
方
が
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今

度
は
私
が
迎
え
る
立
場
に
な
り
ま
す
。

富
士
見
高
校
へ
の
入
学
を
、
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

高
校
へ
の
思
い

子
育
て
に
つ
い
て
、
父
親

も
母
親
も
真
剣
に
意
見
を

交
わ
し
た
分
散
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
振
り
か
え
っ
て

　
　
　
富
士
見
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
小
林 

和
也
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八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

教育委員会だより

野菜のおかずで風邪予防!野菜のおかずで風邪予防!野菜のおかずで風邪予防!
　野菜には体の調子を整える働きがあり、寒い季節

の丈夫な体作りには欠かせません。特にビタミンＡ

とビタミンＣは、風邪予防にとても役立ちます。こ

れらのビタミンには、鼻や喉の粘膜を保護する作用

があり、ウイルスの侵入を防いでくれます。また、

体の抵抗力をアップさせる効果も期待できます。

　ビタミンＡは、にんじんやほうれん草などの緑黄

色野菜に多く含まれ、油と一緒に調理すると吸収率

がアップします。

　ビタミンＣは、ブロッコリー、小松菜、じゃがい

もなどに多く含まれています。野菜をたくさん食べ

て元気に過ごしましょう。

富士見の寒さもいよいよ本番となりますが、
予防に勝る治療なし。健康で快適に過ごし、新
しい年に備えましょう。（Ａ）

　

外
か
ら
帰
っ
た
時
、
ト
イ
レ
の
後
、
食
事

の
前
に
は
、
必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

水
洗
い
だ
け
で
な
く
、
必
ず
石
け
ん
を
つ
け

て
指
の
間
、
爪
の
先
を
丁
寧
に
洗
い
ま
す
。

手
首
も
必
ず
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
同
時
に
カ

ラ
ン
（
水
道
の
栓
）
も
洗
い
ま
す
（
水
を
止

め
る
と
き
、
カ
ラ
ン
に
つ
い
た
ウ
イ
ル
ス
が

再
度
手
に
つ
い
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
）。

※
処
理
に
は
、
使
い
捨
て
で
き
る
も
の
を
使

　
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
換
気
の
た
め
窓
を

　
開
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ス
ク
、
手
袋
を
着
用
し
、
布
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
で
、
き
れ
い
に
ふ
き
取
り
ま

し
ょ
う
。
ふ
き
取
っ
た
も
の
は
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
に
入
れ
、
外
に
漏
れ
な
い
よ
う
に
し

て
捨
て
ま
し
ょ
う
。
ふ
き
取
っ
た
後
は
、
塩

素
系
の
漂
白
剤
を
約
１
０
０
倍
に
薄
め
て
、

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
な
ど
に
染
み
込
ま
せ
て
ふ

き
、
30
分
く
ら
い
経
っ
た
ら
よ
く
水
拭
き
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

お
う
吐
物
な
ど
で
汚
れ
た
衣
類
、
シ
ー
ツ

な
ど
は
、
塩
素
系
の
漂
白
剤
に
つ
け
て
消
毒

し
て
か
ら
洗
濯
し
ま
し
ょ
う
。
布
団
は
こ
ま

め
に
天
日
干
し
し
ま
し
ょ
う
。

　

下
痢
の
あ
る
と
き
に
は
、
入
浴
は
シ
ャ
ワ

ー
だ
け
に
す
る
か
、
最
後
に
し
ま
し
ょ
う
。

お
尻
は
石
け
ん
を
つ
け
て
、
て
い
ね
い
に
洗

い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

（
諏
訪
保
健
所
広
報
資
料
よ
り
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

　
　
　
　   

基
礎
知
識
�

シ リ ー ズ

瀬沢 『坂本家寒天倉庫』 （さかもとけかんてんそうこ） 

富士見町の近代化遺産富士見町の近代化遺産 11

　大正14（1925）年、寒天を収納する倉庫として建てられた

坂本家の寒天倉庫は、蔦木宿から金沢宿へ向かう街道筋の、吉

見屋（第22号で紹介）の斜め向かいにある。

　４間・11間の土蔵造り２階建てで、鉄板葺きの屋根であり、

東側の庇は近年付け足したもの。

　昭和43年頃まで１階には原料のテングサを、２階には製品

を収納していた。現

在は、出版物の在庫

置き場として使用し

ている。

　当時使用していた

テングサを煮る大釜

などは、板橋の倉庫

に移してあるという。

　　　（文化財係）

ど ぞう づく てっ ぱん ぶ

ひさし

おお がま

つた き じゅく かな ざわ じゅく

み や

かい どう すじ よし

　
10
月
末
、
近
く
の
小
学
校
の
音
楽
会
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ス
と
も
す
ば
ら
し
い
演
奏

で
、
身
震
い
す
る
よ
う
な
感
動
の
連
続
で
し
た
。

　
ど
の
児
童
も
皆
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
ク
ラ
ス
全
体

が
一
つ
に
な
っ
た
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
会
場
に
響

き
わ
た
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
総
立
ち
で

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
　

　
一
人
一
人
の
児
童
が
ど
ん
な
に
巧
み
で
あ
っ
て
も
、

決
し
て
あ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
さ
に
「
先
生
は
宝
だ
」
と
先
生
方
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委
員
長
　
名
取
　 

陽

〜
う
つ
ら
な
い
、

　
　
　
　

う
つ
さ
な
い
た
め
に
〜

こ
ま
め
に
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う

お
う
吐
物
・
便
な
ど
の
処
理

入
　
浴

凍り豆腐のごまあえ凍り豆腐のごまあえ （1人分58kcal）

富士見小学校栄養士　　小林あゆみ先生

材　料（4人分）

凍り豆腐� 12ｇ
うすくち醤油� 小さじ1
砂糖� 小さじ1
もやし� 120ｇ
ほうれんそう� 80ｇ
にんじん� 30ｇ
うすくち醤油� 小さじ2
砂糖� 小さじ1・1/2
白すりごま� 小さじ2

作り方

凍り豆腐を水で戻し、Ａの
調味料で煮る。
もやし、ほうれん草、にんじ
んは食べやすい大きさに切
り、下ゆでする。
Ｂをよく混ぜタレを作る。
材料をすべて混ぜ合わせ、
タレと和える。

㈰

㈪

㈫
㈬

　凍り豆腐は煮物だけでなく、和えものに使っても美味しい
です。野菜はお好みで、キャベツや小松菜などでも良いと
思います。

A

B
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　 建設課生活環境係　☎62-9114　　9114

リサイクル推進！『資源物のゆくえ』リサイクル推進！『資源物のゆくえ』第4回  ペットボトル

　ペットボトルは、便利なプラスチック容器としてとても身近なものになりました。そのペットボトルは、

どのように再利用・再商品化されていくのか、そのゆくえを追ってみましょう。

収　　集�

・清涼飲料　（炭酸飲料、お茶など）

・酒類　（焼酎、本みりんなど）

・しょう油に使用した容器

中間処理�

　収集されたペットボトルは、町内の中間処理施設に持ち込まれ

ます。そこでは収集したものに異物品が入っていないかのチェッ

クを行いながら、粉砕の機械に投入します。投入されたペットボト

ルは、フレークと呼ばれる小片に粉砕し保管されます。

再商品化�

　中間処理されたフレークは、神奈川県や千葉県にあるプラスチック商社を経由して大阪などの工場で、カーペ

ット・車の内装材・衣類等に再商品化されます。

［お願い］

  キャップ・ラベル・取っ手は取り除いてから出してください。

  必ず水洗いをして乾かしてから出してください。

  色付きでもペットボトルのマークがあれば大丈夫です。

【資源物収集に関するお問い合わせ】　建設課生活環境係　☎62-9114　　9114

ペットボトルのリサイクル
商品は何品目あるの？
ペットボトルのリサイクル
商品は何品目あるの？

粉砕機械への投入の様子

衣類や寝具類・家庭用品・文具類など全部

で313品目あります。（2006年3月末現在）

※このマークが
　目印です。

ボトル

■公共施設  年末年始のお休み■

■「ごみ・し尿」収集と｢処理施設｣  年末年始休業日■

■富士見町役場� 12月29日（土）～1月3日（木）

■コミュニティ･プラザ�12月29日（土）～1月3日（木）

■富士見町図書館� 12月31日（月）～1月3日（木）

■高原のミュージアム�12月29日（土）～1月3日（木）

■井戸尻考古館･歴史民俗資料館

� 12月29日（土）～1月3日（木）

■町民センター�12月28日（金）～1月3日（木）

■海洋センター�12月28日（金）～1月4日（金）

■町内体育施設�12月28日（金）～1月4日（金）

■地域包括支援センター

� 12月29日(土)～1月3日（木）

■静香苑� 12月31日（月）午後～1月3日（木）

＊し尿の収集は12月28日(金)までとなっています。早めに汲み取りを行うようにしてください。

期　　日

可燃ごみ収集 不燃ごみ収集 し尿収集

諏訪南清掃センター
�71-1633�

南諏衛生センター
（粗大ごみ処理施設）
☎62-4907　　6482�

南諏衛生センター
☎62-2160　　6240

業務・施設

12月29日（土）

12月30日（日）～1月3日（木）

1月4日（金）

1月5日（土）

1月6日（日）

営　  業（9:00～16:30）

休　  み

営　  業（9:00～16:30）

営　  業（9:00～16:30）

休　  み

休　  み

休　  み

営　  業（9:00～16:30）

休　  み

休　  み

休　  み

休　  み

営　  業（9:00～16:30）

休　  み

休　  み

有

有

有
有

問
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く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

   

年
末･

年
始
の
火
災
予
防

      

〜
大
切
な
命
・
財
産
を

　
　
　
　
　
　
　
守
る
た
め
に
〜

　
建
物
火
災
は
全
国
で
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
平
成
18
年
版
の
消
防
白

書
の
統
計
に
よ
る
と
、
全
国
で
1
日

当
た
り
91
件
の
建
物
火
災
が
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
半
数
が
12
月
〜
4
月

の
寒
い
時
季
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
物
火
災
の
う
ち
半
数
以

上
が
一
般
の
住
宅
で
発
生
し
て
お
り
、

火
災
に
よ
る
死
者
は
年
間
千
人
を
超

え
て
い
ま
す
。
特
に
60
歳
以
上
の
高

齢
者
が
多
く
、
原
因
は
逃
げ
遅
れ
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
火
災
が
多
く
発
生
す
る
時
季
を
迎

え
、
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

＊
平
成
21
年
6
月
1
日
か
ら
設
置
が

　
義
務
付
け
ら
れ
る
住
宅
用
火
災
警

　
報
器
を
、早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

＊
高
齢
者
は
、
で
き
る
だ
け
1
階
の

　
避
難
上
有
効
な
出
口
の
近
い
場
所

　
で
就
寝
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�

＊
家
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
物
を

　
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

＊
こ
ん
ろ
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
、
そ

　
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　
ょ
う
。

＊
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
は
、
燃
え
や

　
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。

    

年
末
の
交
通
安
全
運
動

■
期
　
間

　
12
月
11
日
〜
12
月
31
日

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

　

信
濃
路
は

　
　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の
走
る
み
ち

■
運
動
の
重
点

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

―
ア
ル
コ
ー

　
ル
は
少
量
で
も
判
断
力
を
著
し
く

　
低
下
さ
せ
、
重
大
な
交
通
事
故
に

　
つ
な
が
り
ま
す
。

○
高
齢
者
の
事
故
防
止

―
高
齢
者

　
が
関
わ
る
交
通
事
故
件
数
は
、
10

　
年
前
の
約
1.3
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

　

ー
ト
着
用
の
徹
底

―
シ
ー
ト
ベ

　
ル
ト
非
着
用
者
の
致
死
率
は
、
着

　
用
者
の
15
倍
以
上
で
す
。

○
夕
暮
れ
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　

―
交
通
死
亡
事
故
の
48
・
８
％

　
が
夜
間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
冬
季
は
積
雪
や
凍
結
等
道
路
環
境

の
悪
化
に
よ
る
交
通
事
故
の
多
発
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
安
全
運
転
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

＊
地
域
や
グ
ル
ー
プ
で
交
通
安
全
教

　
室
を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽

　
に
建
設
課
管
理
交
通
安
全
係
（
☎

　
６
２
‐
９
２
１
６
　
　
９
２
１
６
）

　
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

   

収
入
証
紙
・
収
入
印
紙
を

              

販
売
し
て
い
ま
す

　
会
計
室
の
窓
口
で
は
、
収
入
証
紙
・

収
入
印
紙
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、金
額
や
枚
数
の
多
い
場
合
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
（
会
計
室
　
☎
６

２
‐
９
１
５
２
　
　
９
１
５
２
）
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
取
扱
い
時
間

　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時
30
分

■
販
売
場
所

　
役
場
１
階
会
計
室 

（
７
番
窓
口
）�

〈
参
考
〉

＊
収
入
証
紙
…
長
野
県
へ
納
入
す
る

　
手
数
料
に
使
用
す
る
も
の
。
例
え

　
ば
県
立
高
校
入
試
・
入
学
手
数
料
、

　
建
築
確
認
申
請
手
数
料
、
運
転
免

　
許
更
新
手
数
料
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申

　
請
手
数
料
等�
＊
収
入
印
紙
…
印
紙
税
法
に
規
定
さ

　
れ
た
国
へ
納
入
す
る
手
数
料
に
使

　
用
す
る
も
の
。
例
え
ば
領
収
書
、
契

　
約
書
、
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
手
数
料

　
等
（
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
に
は
、
収
入

　
証
紙
と
収
入
印
紙
両
方
が
必
要
に

　
な
り
ま
す
。）�

   

自
動
車
事
故
に
よ
る

         

被
害
者
へ
の
援
助
制
度

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｖ
Ａ
（
ナ
ス
バ
）
は
、
自
動

車
事
故
被
害
者
の
ご
家
庭
に
対
す
る

援
護
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
貸
付
】

　
自
動
車
事
故
で
保
護
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
り
、
重
度
の
後
遺
障
害
者
に

な
ら
れ
た
家
庭
に
、
０
歳
〜
中
学
校

卒
業
ま
で
の
お
子
様
を
対
象
に
、
国

の
資
金
を
無
利
子
で
お
貸
し
し
て
い

ま
す
。

【
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
支
給
】

　
自
動
車
事
故
に
よ
り
重
い
障
害
を

受
け
、
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度
後

遺
障
害
者
を
抱
え
る
家
族
に
、
介
護

料
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　 

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

　 

機
構
　
長
野
支
所

　
　 

☎
０
２
６
‐
２
２
６
‐
１
０
０
０

　Ｉターン・Ｕターンなどで、これから農業を本格的に始めたいとお考えの

方、また、定年後は農業に本腰をいれたいとお考えの方などを対象に、農業

を始める前の準備・計画についてご案内するセミナーを開催します。

　栽培技術や農業経営の専門家に指導を受けたり、農地に関する相談なども

できますので、お気軽にご参加ください。参加費は無料、どの会場にご参加

いただいても結構です。

就農準備セミナー

　 諏訪農業改良普及センター 技術普及係　☎57-2932
　 ＪＡ信州諏訪 営農部　☎71-2700

〈開催日時・会場〉

1月28日（月）
午後6時30分～8時30分

岡谷市若宮２－１－１９
JA信州諏訪  田中線営農センター（☎24-3206）

1月29日（火）
午後6時30分～8時30分

諏訪市豊田１２１３－１
JA信州諏訪  文出広域営農センター（☎57-2218）

1月30日（水）
午後6時30分～8時30分

茅野市玉川神之原２８０２－２
JA信州諏訪  玉川支所（サンライフ）（☎72-2185）

1月31日（木）
午後6時30分～8時30分

富士見町落合１１０７２－３
JA信州諏訪  富士見町中央支所（☎62-2010）

2月01日（金）�
午後6時30分～8時30分

原村払沢１１５８１
JA信州諏訪  原村研修センター（☎79-4711）

問

問

有

有
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くらしの情報

教

室

募

集

宮　本　一　夫� 81歳� 登喜子� 富　里�

小　林　ま　き� 95歳� ま　き�御射山神戸�

五　味　千　春� 80歳� 典　秀� 乙　事�

笠　原　さ� 91歳� かつみ� 富　里�

福　島　立　彦� 50歳� 知　子� 上蔦木

小　林　　　重� 82歳� 　　一� 富　原�

植　松　貞　喜� 89歳� すみれ� 立　沢

小　林　み　よ� 102歳� 茂　巳� 南原山�

小　林　う　め� 101歳� 俊　一� 高　森�

五　味　し　げ� 84歳� 一　郎� 机

五　味　あや子� 59歳� 勝　一� 立　沢

有　賀　碧　那� 俊　幸� 恩　美� 富士見�

久保田　海　斗� 俊　樹� 梢� 富士見�

小　林　凪　葉� 慎　也� 恵　理� 富士見

石　山　珀　亜� 濃� 亜由美� 南原山�

植　松　碧　志� 宗　一� 陽　子� 瀬沢新田

　　口　武　尊� 陽　一� 恵� 富士見

� みい�� な

� かい�� と

� なぎ�� は

� はく�� あ

� あお�� し

� たけ�� る

住民だより住民だより 11月11月
 ■10月15日～11月14日の届出■ 〈敬称略〉
●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

結婚おめでとう

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢 世帯主 区　名

窪　田　幸　平� 富士見

秋　山　　望� 原　村

　　口　克　彦� 木の間

宮　澤　美　恵� 諏訪市

木　内　和　広� 御射山神戸

佐　久　佳奈子� 乙　事�

江�　　浩　之� 静岡県浜松市

三　好　珠　美� 富士見

小　松　伸　一� 大　平

仲宗根　千　鶴� 兵庫県宝塚市

結婚おめでとう
氏　名 出身地

  

諏
訪
赤
十
字
病
院

  

第
5
回 
み
ん
な
の
が
ん
教
室

　
が
ん
に
関
す
る
一
般
的
な
知
識
を

地
域
の
皆
さ
ま
に
情
報
提
供
す
る
た

め
、当
院
で
は「
み
ん
な
の
が
ん
教
室
」

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は「
肝
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
、
消
化
器
科
・
外
科
の
専

門
医
師
２
名
が
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
し
ま
す
。

　
自
由
参
加
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
時

　
12
月
12
日（
水
）

　
　
　
午
後
３
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
会
　
　
場

　
諏
訪
赤
十
字
病
院
　

　
　
　
２
階 

研
修
セ
ン
タ
ー�

※
費
用
・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　 

諏
訪
赤
十
字
病
院
医
療
情
報
課

　
　
　
　
　
☎
５
７
‐
６
０
６
３

      

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

　
室
内
（
体
育
館
）
で
の
硬
式
テ
ニ
ス

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に

冬
季
間
の
運
動
不
足
の
解
消
、
生
涯

楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
習
得
と
友
達

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
　
程

　
１
月
17
日
〜
２
月
28
日（
全
木
曜
日
）

　
全
７
回

　
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分�

■
会
　
　
場

　
町
民
セ
ン
タ
ー
　
体
育
室

■
受
講
資
格

　
町
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
し

　
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方
で
、
全

　
日
程
に
参
加
で
き
る
方

■
受

講

料
　
　
５
百
円（
保
険
料
）

■
定
　
　
員
　
　
先
着
30
名

■
申
込
締
切
　
　
１
月
10
日（
木
）

※
硬
式
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
と
体
育
館

　
シ
ュ
ー
ズ
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ

　
い
。

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

　

  

祝
！ 

３０
周
年

     

Ｂ
＆
Ｇ｢

体
験
ク
ル
ー
ズ｣
    

〜
船
の
こ
と･

海
の
こ
と
を�

       

小
笠
原
で
学
び
ま
せ
ん
か
〜

　　
子
ど
も
達
に
洋
上
や
小
笠
原
で
の

活
動
を
と
お
し
て
「
船
」「
海
」「
自
然
」

へ
の
理
解
・
興
味
を
深
め
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
共
同
生
活
を
通
し
て
社

会
性
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
、

｢

体
験
ク
ル
ー
ズ｣

へ
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
平
成
20
年
３
月
26
日（
水
）

　
　
〜
３
月
31
日（
月
）　
５
泊
６
日

■
参
加
資
格

　
小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま

　
で
の
健
康
な
方

■
参

加

費

　
８
万
円

　
　（
晴
海
ふ
頭
集
合
解
散
の
場
合
）

■
寄

港

地

　
東
京
都
小
笠
原
村（
父
島
）

■
使
用
客
船

　
ふ
じ
丸
（
２
万
３
千
ト
ン
）

■
締
　
　
切

　
１
月
15
日
（
火
） 

（
定
員
に
な
り
次

　
第
締
め
切
り
ま
す
。）

※
参
加
費
に
つ
い
て
は
、
一
部
町
か

　
ら
補
助
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　 

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

  

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　

  

平
成
２０
年
度 

入
学
生
・
受
講
者

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
学
生
・
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
無
料

の
案
内
書
・
願
書
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

■
募
集
内
容

＊
高
等
学
校
　
普
通
科

＊
専
攻
科
　
社
会
福
祉
コ
ー
ス

＊
社
会
福
祉
士
養
成
課
程

＊
生
涯
学
習
通
信
講
座

　 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　 

☎
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

　 

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　 

　
０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

問

問

申
込

問問

有

有
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立沢・瀬沢新田・桜ヶ丘

◆法律相談　　　　 住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112
◆心配ごと相談　　 社会福祉協議会　　☎62-6766　　8988

12月11日（火）・18日（火）・25日（火）
1月8日（火）

12月20日（木）

01月07日（月）

富士見地区

12月20日（木） 本郷・落合・境地区

資源物の収集資源物の収集

粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

12月（12月11日～1月10日）
休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

結 婚 相 談
12月11・18・25日（火）
1月8日（火）
午後1時～午後6時

12月12日（水）
1月9日（水）
午後10時～正午

12月12日（水）
1月9日（水）
午後2時～

女 性 の た め の

悩 み 相 談
一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

フリースポーツデー
町民センター
海洋センター

1月10日（木）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

12月13日（木）
午前10時～

町民センター
総合型地域スポーツクラブ事業

ストレッチの集い

12月21日（金）
午後7時30分～

町民センター
総合型地域スポーツクラブ事業

すくすくスポーツデー
12月14日（金）
午後7時～

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

主な行事主な行事

12月8日（土）
午前8時45分～

富士見パノラマリゾート富士見パノラマリゾート
オープン

12月22日（土）
午前9時～

富士見高原スキー場富士見高原スキー場
オープン

1月5日（土）
午前10時30分～

富士見町図書館図書館新春イベント

消防出初式
1月6日（日）
午前9時～

富士見町役場前駐車場
他

役場1階  101会議室
出 張 国 民 年 金
納付・納付記録相談

行 政 書 士
無 料 相 談 会

12月18日（火）
午後2時～午後6時

12月12日（水）
午前10時30分～午後3時
面談または電話相談
〈相談内容〉
相続手続・遺言の手続、
各種契約書、権利義務関
係等の手続、成年後見等
日常生活における諸手続

清　泉　荘行 政 相 談
12月21日（金）
午前10時～午後3時

町民センター心 配 ごと 相 談
12月21日（金）
午前10時～午後3時

コミュニティ・プラザ法 律 相 談
12月14日（金）
午後1時～午後5時

税理士税務相談

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

茅野広域シルバー人材
センター ☎73-0224

シルバー人材センター

入 会 説 明 会

くら ガイドくらしし ガのの イド

23日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

16日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

24日（月・祝） 高 原 病 院
☎62-3030

30日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

ミツワ西友薬局
☎62-7586

藤 沢 薬 局
☎62-2106

さくら藤沢薬局
☎61-1815

31日（月）
高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

01日（火・祝）
高 原 病 院
☎62-3030

ミツワ西友薬局
☎62-7586

02日（水）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

03日（木）
高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

06日（日）
小 池 医 院
☎62-2222

期　　日 当  番  医 当番薬局

１２
　
　
　
　
　
　
月

1
　
　
　
　
月

15日（土）

16日（日）

22日（土）

23日（日）

24日（月・祝）

29日（土）

30日（日）

31日（月）

01日（火・祝）

02日（水）

03日（木）

05日（土）

06日（日）

１２
　
　
　
　
　
　
月

1  

　
　
月

ウ エ ノ ヤ

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

坂 本 鉄 工 所

窪 田 設 備

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

ウ エ ノ ヤ

山 本 管 工 事

６２-６８１０

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

６２-２０６５

６２-７００４

６２-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６２-６８１０

６４-２６４９

３２９３

８９４０

５３９６

３１５３

５８３３

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

３２９３

８９４０

月　　日 当　番　店 有線電話

※プラスチック類のみ

長野県行政書士会館
☎026-224-1300

下諏訪商工会議所会館
☎28-6666

問

問
要予約

有

有

有
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地 域 乳 幼 児 相 談

おやこふれあいのひろば（クリスマス会）

　 住民福祉課保健予防係　☎62-9134　　9134

16

こんにちはこんにちは ◆来所・有線電話相談
　　月～金曜日　8:30～17:00
　　　　　　　　8200
◆電話相談（２４時間対応）
　　　　　　　☎62-8200�
お急ぎでない方は、できるだけ平日
の昼間にお願いします。

地域包括支援センターです地域包括支援センターです地域包括支援センターです 有

◆相談・教室

12月26日（水） 午前10:15～11:15

12月18日（火） 午前9:30～9:45

子育てひろばAiAi
（町民広場：研修センター）

保健センター

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　場

有

親 ガイド親 子子 ガイド健康健康

12月の保健日程12月の保健日程（12月11日～1月10日）

◆健康診査・予防接種

4 ヵ 月 児 健 診

7 ヵ 月 児 健 診

10ヵ 月 児 健 診

1歳 6ヵ月児 健 診

B C G

平成19年8月生まれの人

平成19年5月生まれの人

平成19年2月生まれの人

平成18年5月～6月生まれの人

生後3ヵ月～6ヵ月未満で未接種の人

午後1:10（集合）

午後1:10（集合）

午後1:45（集合）

午後1:10（集合）

午後1:30（集合）

12月20日（木）

01月19日（水）

01月19日（水）

12月12日（水）

12月26日（水）

保健センター

事　　業　　名 対　　　　象 期　　日 時　　間 会　　場

〈富士見町健康カルタ〉

さあ歩こう  これが健康の  秘訣だよ
富里　雨宮 　泉 さん

口腔ケアって？

と の

　歯や口の状態が悪いと食欲がなくなる、食べづらいなど栄養状態に影響します。また、歯を食いしばれな

い、発音などコミュニケーションに問題が生じるなど、日常生活に不便が出てきます。

　「お口の健康」が維持されると食べ物をしっかり噛むことができ、栄養が吸収されやすくなるだけでなく、

唾液がたくさん出ることで口の中を清潔に保ち脳を活性化して認知症を予防するなど、想像以上に健康によ

い影響を及ぼします。そこで今回から３回に渡り、口腔ケアについてご紹介します。

〇歯と歯の周りが変化する

上の歯と下の歯のかみ合わせ部分が擦り減ったり、歯肉が減ることで歯の根

元部分が露出したりします。そうすると虫歯もできやすくなります。

〇歯肉の炎症が起きやすくなる

歯肉が減ったところに、歯垢・歯石がついたり、入れ歯が当たるなどの刺激で

炎症が起こりやすくなります。

〇入れ歯が合わなくなる

入れ歯は使っているうちにすり減ったり、自分の歯肉の状態が変化することに

よって、合わなくなったり噛みあわせが悪くなったりします。

〇細菌が増えやすくなる

口の中は温度と湿度があるため、汚れたままでいると細菌が増えてしまいます。

〇舌や口の中の粘膜が変化する

唾液の量が減ってきます。口臭の原因になったり、味覚障害を引き起こします。

＜口腔ケアと生活の関係＞
高齢になると口の中で変化が起こります。 しっかり

かめる

栄養バランス
がとれる

唾液が
消化を助ける

おいしい

脳の活性化
運動機能の向上

表情いきいき
ことばも明瞭
心が安らぎ

生きる意欲アップ

介護予防につながる生活

人生が豊かに！

問
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今年も特産品パック 「四季の味かさね」 ができました!

　今年も信州富士見高原の特産品パック「四季の味か

さね」ができました。このパックは、次のことを特徴

としています。

　　㈰富士見町で作られている物

　　㈪原材料が富士見町で収穫された物

　富士見町の気候風土や歴史文化が育んだ味の詰め合

わせとなっています。今年の「よーめし自慢」は新し

く鱒の燻製やルバーブジャム、お酒などを詰め合わせ、

リニューアルしました。また、お菓子パックはクッキ

ーを中心にハーブティーを入れたおしゃれな「洋風菓

子自慢」と、塩羊羹やオッコウ焼などの「和風菓子自慢」

の2種類になりました。

　この「四季の味かさね」開発には、富士見町商工会にご協力をいただき進めました「富士見町特産品開

発推進交付金事業」、その受賞者による富士見特産品会議、富士見町役場やらざネット特産品グループ、

富士見町産業課、販売にあたってはＡコープ富士見店、道の駅信州蔦木宿のご協力をいただいております。

　私たちが自信を持ってお届けする「信州富士見高原 四季の味かさね」で、富士見の味をお楽しみくだ

さい。また、ご親戚やお知り合いへの贈り物にもぜひ、ご利用いただきたいと思います。

詳しくは、新しいまちづくり係のホームページ　新まち通信
http://www.town.fujimi.nagano.jp をご覧ください新まち通信 ～明日のために  No.35～～明日のために  No.35～

女性が元気！

出品作品紹介㈰

ふじみ高原地元食材フェスティバルふじみ高原地元食材フェスティバル

“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”“ふじみ自慢料理コンクール 2007”

～このコーナーに関する“ご意見ご感想”をお寄せください～

　　 総務課新しいまちづくり係　☎62-9328　　9328　E-mail：shinmachi@town.fujimi.nagano.jp

『4種のスパイスとはちみつ入り 

ルバーブとバナナの　　　

　　　　　　パウンドケーキ』

出展　板垣 千代子

【材　料 （パウンド型1台分）】

無塩バター：100ｇ　 砂糖（上白糖）：100ｇ　 卵（Ｍ）：2コ　 薄力粉：100ｇ
ベーキングパウダー：小1　 グランマニエ酒：大1　 ルバーブジャム：50ｇ　　
バナナ：1本　はちみつ：大1　 生クリーム：50ｃｃ　 砂糖：5ｇ　　
［スパイス／ジンジャー：小1　ナツメグ：少々　クローブ：少々　シナモン：少々］

【作り方】

～下ごしらえ～
・ルバーブジャム･･･鍋に3ｃｍに切ったルバーブ300ｇと砂糖30ｇを入れ、5～10分
　煮る。レモン汁・しょうが汁小１を加えて火を止める。
・薄力粉、ベーキングパウダーはふるっておく。4種のスパイスを加え、混ぜておく。
・オーブンを180℃に予熱しておく。
・バターを常温にもどす。
バターを泡立て器でかき混ぜてクリーム状にする。
砂糖を加え、全体が白っぽくなるまでかき混ぜる。
溶き卵を少しずつ加え、よくかき混ぜる。
ルバーブジャムとバナナをスプーンでつぶし㈫に加える。
薄力粉、ベーキングパウダー、スパイスを㈬に加え、木
べらでさっくり混ぜる。
パウンド型に流し入れ、180℃のオーブンで40分焼く。
あら熱をとってから型から外す。完全に冷めてから8等
分に切り、1人お皿に2切れ置き、泡立てた生クリーム
とルバーブジャムを添える。

◆ルバーブと相性のいいバナナと
ジンジャーを加えた焼き菓子です。
冷蔵庫に保存して、翌日～１週間
が食べ頃、時間の経過と共にし
っとり感が増してきます。 板垣千代子さん（茅野市）

㈰
㈪
㈫
㈬
㈭

㈮
㈯

大人の部

　今月より本年10月21日に開催されました第3回ふじみ高原地元食材フェスティバルの「ふじみ自慢料理コ

ンクール」出品作品をご紹介します。なお、本年度はテーマ食材があぶらえ・ルバーブ・ブルーベリー・そば

の4種に限定されています。

問 有
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題題題題話話

　10月21日 富士見町図書館で｢図書館まつり｣

が開かれ、「ピーターパン」の上映やふうせんのプ

レゼントなど、子どもたちは楽しい一時を過ごしま

した。

　“本好き”は、幼児期の読み聞かせから始まるそ

うです。ご家庭でもたくさん本を読んであげてくだ

さいね。

　10月28日 富士見高原リゾート 花鳥野で「新そ

ばまつり」が開かれました。

　花鳥野では、信州八ヶ岳山麓の地粉を石臼で挽

いた十割そばを提供しています。この日は利きそ

ば大会・きのこ豚汁のサービス・そばがきの実演と

試食などが行われ、訪れた皆さんは新鮮な秋の味

を楽しみました。

　そばは体のためにも良い食品ですので、たくさ

ん召し上がってくださいね。

読書の秋  本の世界を楽しんで！

花 鳥 野  ｢新そばまつり｣

　10月21日 グリーンカルチャーセンターで「ふ

じみ高原地元食材フェスティバル」が開かれました。

�来場された皆さんは、地粉すいとん千人鍋や食

の市で、地場産食材をふんだんに使った富士見の

味を堪能しました。また、今年の「ふじみ自慢料理

コンクール」は、テーマ食材をあぶらえ・ルバーブ・

ブルーベリー・そばの4種に限定、中学生から一般

の方まで、たくさんのオリジナル料理を出品いた

だきました。本誌でも随時ご紹介していきます。

食欲の秋　地元の味を！

ふじみ高原地元食材フェスティバル

　10月21日 井戸尻史跡公園で縄文の「収穫祭」

が開かれました。�

　訪れた皆さんは、石器づくり・石うすでの粉ひき・

むしろ織り・石器を使ったコーリャンの収穫・古代

食の試食など、縄文時代の生活を体験しました。

　また、ステージでは当時の収穫を祝う祭式や不

死再生の生物と考えられていたヒキガエルを祀る「く

く舞」のほか、神話の再現などが行われ、遥か5千

年前の井戸尻の地に思いを馳せた一日でした。

高原の縄文王国 ｢収 穫 祭｣

講演会「読み聞かせ はじめの一歩」での読み聞かせの実演講演会「読み聞かせ はじめの一歩」での読み聞かせの実演

利きそばにチャレンジ！利きそばにチャレンジ！

まつ
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町 の町 の町 の町 の

　武田信玄ブームにちなんで、先達からは信玄ゆかりの常昌寺（通称 先達城）

をご紹介いただきます。�

　先達城は、武田信玄の父信虎が小東村（現先達区）の新五郎屋敷を取り立て、

配下の城としたのが始まりです。享禄元年（1528年）、信虎は家臣多田淡路守

常昌を居城させ、領地を治めさせました。　（神使御頭之日記より）

　常昌は武田24将の一人で夜襲にたけた猛将でした。彼は小舎の正観音菩薩

と石仏を城内の転桐の間に移転安置して日夜拝願し、幾多の戦いで武功をあ

げたということです。

　また、常昌は13年間ほどこの先達城に居城し、領民に大変親しまれていたこ

とから、後に｢常昌寺｣が建立されました。

　三州長篠合戦記によると、常昌は長篠の戦いで亡くなった

とされていますが、これは常昌の長男新蔵のことであり、実

際は永禄６年（1564年）、高齢により病死しました。

　戦前までは｢常昌寺祭り｣が盛大に行われ、区民みんなで念

仏を唱えお酒を酌み交わし、区内の親睦を図っていたそうです。

現在この常昌寺は区の公民館として利用されていますが、お

彼岸には高齢者クラブの皆さんが念仏を唱えるとともに、年

３回大掃除を行い、管理保存に努めているということです。

　正観音菩薩と石仏は、今もなお先達の人々を守ってくれて

います。

　10月21日 八ヶ岳陸上競技場において、54回

目を迎えた富士見高原名勝探訪駅伝競走大会が開

かれました。�

　今年は過去最高の98チームが参加、さわやかに

晴れ上がった青空の下で健脚を競いました。

スポーツの秋

高原を走る！  名勝探訪駅伝

　11月5日から町内5会場において開催しました

住民懇談会には、大勢の皆さんにご参加いただき、

ありがとうございました。�

　「安全・安心」 「協働」 「少子化対策」 を柱とし

てスタートした第4次総合計画の主要事業や町の

財政状況などを中心に、地域からのご要望やご意

見をたくさんお伺いすることができました。�

　今後はいただいたご意見等を町政により反映さ

せていきます。

住民懇談会  町長と語る！

11月6日　清泉荘11月6日　清泉荘

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第2回 先達『先 達 城』

〈案内人〉
平出照美さん(左)と小林次夫さん

次回は田端をご紹介します。

こ ひがし

た だ あわ

しん し お とう の

じょうしょう じ

つね まさ

じの かみ
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姉妹町西伊豆だより西伊豆だより

優 秀 賞

平成18年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

平成18年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

　11月3日、宇久須地区で秋祭り恒例の「猿っ

子踊り」が神社の境内で披露されました。�

　「猿っ子」は地元の子どもたちが真っ赤な手

ぬぐいと衣装を身にまとい、女子の「猿っ子ばや

し」（太鼓）と、お歌保存会の掛け声に合わせて

踊ります。中には幼稚園児もおり、周囲の小学

生に合わせて、小さなからだで「逆立ち踊り」と

呼ばれる倒立を懸命に行う姿に、見物客からは

大きな拍手がおくられました。

　秋祭りは、11月2日から3日にかけて町内の

各地区でも行われ、三番叟や神楽など伝統芸能

の奉納や神輿・屋台が出回り、町中がにぎやか

な“お祭りムード”に包まれました。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『太陽の落書き』
北　原　詩　織  （平成18年度 本郷小学校6年）

◆町 の 人 口　11月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,545人（＋23）
　　　　　　　男 7,628人（＋21）　女 7,917人（＋2）
　　　　　　　世帯数／5,692世帯（＋20）
◆発　行　日　平成19年12月1日
◆編集・発行　富士見町役場
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

小学生部門【こども景観賞】

地元子どもたちが舞う 『猿っ子踊り』

　今月の特集、いかがでしたか。ちょっとむずかしい所得申

告について担当者に解説してもらいましたが、実際に自分で

申告書を書くとなると、わからないことがたくさん出てきま

すね。これを機会に、どうぞお気軽に職員にお尋ねください。

　さて、早くも師走。やり残したことを片付け、“終り良けれ

ば総べて良し”で平成19年を締めくくりたいですね。

　最後になりましたが、この一年広報ふじみをご覧いただき、

また取材では大変お世話になり、本当にありがとうござい

ました。　　　　　　　　　　　　　　　　（尾 沼）

編 集 後 記

女子の「猿っ子ばやし」に合わせて、踊りを披露女子の「猿っ子ばやし」に合わせて、踊りを披露

ふじぱらに、子どもたちが安全に雪遊びをエンジョイ

できる「キッズパーク」が誕生！ そり遊びをはじめ、

プレイハウスなどの遊具で、楽しさはてんこ盛り。

キッズパーク誕生!!
スノーエスカレーター設置

富士見パノラマリゾート

12月8日(土) オープン!!

NEWNEW


